

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表1米 国に おけ る 日系 人 人 口1890～1940(地 方別)
'・1 1900 1910 1920 1930 1940
NewEngland 45 89 272 347 340 340
MiddleAtlantic 202 446 1,643 3,266 3,662 3,060
EastN.Central 101 126 482 927 1,022 816
WestN.Central 16 223 1,000 1,215 1,003 755
SouthAtlantic 55 29 156 360 393 442
EastS.Central 19 7 26 35 46 43
WestS.Central 42 30 428 578 687 564
Mountain 27 3,107 10,447 10,792 11,418 8,574
Pacific 1,532 18,269 57,703 93,490 120,251 112,353
Washington 1,360 5,617 12,929 17,387 17,837 14,565
Oregon 25 2,501 3,418 4,151 4,958 4,071
California 147 10,151 41,356 71,952 97,456 93,717
Total 2,039 24,326 72,157 111,010 138,834 126,947
資料 TheUnitedStatesBurean.oftheCensusReportedinJhonH.Tolan(Chairman),Findingand
RecommendationsonEvacationofEnemyAliensandotherfromProhibitedMilitaryZones,Table6,
.・.
InForrestELaViolette,AmericansofJapaneseAncestry,AStudyofAssimilationintheAmerican
Community,N.Y;ArnoPress,1978,p.36.
..
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
最
古
で
最
大
の
宗
教
教
団
で
あ
る
〈
北
米
仏
教
団
〉
(浄
土
真
宗
本
願
寺
派
)
の
開
教
使
の
果
し
た
役
割
と
地
域
組
織
化
活
動
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
　
日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
歴
史
は
、
一
九
〇
〇
年
ま
で
に
米
国
本
土
の
西
海
岸
域
に
移
住
し
た
約
二
二
、
○
○
○
人
の
日
本
人
移
民
と
、
一
九
一
〇
年
よ
り
一
九
二
〇
年
の
間
に
さ
ら
に
移
住
し
た
約
七
〇
、
○
○
○
人
と
い
う
大
量
の
移
民
の
定
住
に
よ
っ
て
は
じ
ま
る
。
彼
ら
の
住
ん
で
い
た
地
域
別
人
口
分
布
を
、
(表
1
)
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
こ
の
表
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
在
米
日
本
人
人
口
の
動
態
は
一
八
九
〇
年
か
ら
一
九
〇
〇
年
の
十
年
間
に
十
倍
、
さ
ら
に
一
九
〇
〇
年
よ
り
一
九
一
〇
年
ま
で
の
十
年
間
に
ほ
ぼ
三
倍
と
い
う
驚
異
的
な
膨
張
を
示
し
た
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
、
一
九
一
〇
年
に
中
国
人
人
口
動
態
を
逆
転
さ
せ
て
優
位
に
た
ち
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
は
日
本
人
人
口
が
中
国
人
人
口
の
ほ
ぼ
二
倍
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
域
別
に
み
て
も
明
白
な
よ
う
に
、
太
平
洋
沿
岸
に
位
置
す
る
ワ
シ
ン
ト
ン
・
オ
レ
ゴ
ン
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
三
州
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
在
来
日
本
人
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
居
住
集
中
度
が
極
め
て
顕
著
で
あ
り
、
一
九
〇
〇
年
に
空
、
七
%
を
占
め
て
い
た
も
の
が
、
一
九
一
〇
年
に
は
五
七
、
三
%
、
一
九
二
〇
年
に
は
六
四
、
八
%
、
一
九
三
〇
年
に
は
七
〇
、
九
%
と
着
実
に
伸
び
、
一
九
四
〇
年
に
は
七
三
、
八
%
に
達
し
、
太
平
洋
沿
岸
三
州
に
八
八
、
五
%
と
い
う
日
本
人
が
集
住
す
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
的
分
布
に
符
合
す
る
か
の
よ
う
に
仏
教
会
の
所
在
も
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
最
も
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
北
米
に
お
け
る
日
本
仏
教
、
す
な
わ
ち
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
教
団
の
開
教
伝
道
は
、
一
八
九
八
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
仏
教
会
を
設
置
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
つ
い
で
、
一
八
九
九
年
に
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
(
G。
p
°
r
a
rn
e
n
t
o
)
、
一
九
〇
〇
年
に
フ
レ
ス
ノ
(国
お
。゚
-
口
o
)
'
1
九
O
1
年
に
シ
ア
ト
ル
(
S
e
a
t
t
le
)
'
1
九
O
二
年
に
サ
ン
ノ
ゼ
(
S
a
n
J
o
s
e
)
'
1
九
O
三
年
に
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
(
剛
霞
雫
l
a
n
d
)
'
1
九
O
四
年
に
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
(
O
a
k
la
n
d
)
'
1
九
O
五
年
に
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
K
(
L
o
s
A
n
g
e
le
s
)
、
バ
ン
ク
ー
バ
i
(
<
a
n
c
o
u
v
e
r
)
な
ら
び
に
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
(寓
9。
託
O
a
)
、
一
九
〇
六
年
に
ワ
ッ
ソ
ン
ビ
ル
(
W
a
t
s
o
n
v
ille
)
'
1
九
O
七
年
に
ス
タ
ク
ト
ン
C
S
t
o
c
k
t
o
n
)
'
1
九
O
八
年
に
ガ
ダ
ル
ー
プ
(
G
u
a
d
a
l-
一45一
u
p
e
)
'
1
九
O
九
年
に
べ
ー
カ
ス
フ
ィ
ー
ル
L
(
B
a
k
e
r
s
f
ie
ld
)
な
ら
び
に
バ
カ
ビ
ル
(
ノ丶a
c
a
v
ille
)
と
い
う
よ
う
に
、
一
九
〇
〇
年
の
は
じ
め
十
年
間
に
毎
年
飛
躍
的
に
、
し
か
も
太
平
洋
沿
岸
の
主
要
都
市
の
す
べ
て
に
仏
教
会
の
設
置
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
一
〇
年
以
後
は
、
さ
ら
に
領
域
を
拡
大
し
、
ユ
タ
州
ソ
ー
ト
レ
ー
キ
(
S
a
lt
-L
a
k
e
,
j
九
=
二
年
)
や
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー
(
D
e
n
v
e
r
,
j
九
一
六
年
)
に
ま
で
躍
進
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
九
三
〇
年
ま
で
に
三
五
の
仏
教
会
を
各
地
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
設
置
し
、
宗
教
的
、
文
化
的
、
教
育
的
、
社
会
福
祉
的
セ
ン
タ
ー
と
し
て
重
要
な
機
能
と
役
割
を
は
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
2
一
例
を
足
利
浄
円
師
に
と
っ
て
み
る
と
、
彼
が
サ
ン
ノ
ゼ
に
来
住
し
た
の
は
お
そ
く
と
も
一
九
〇
二
年
(明
治
三
五
年
)
の
春
で
あ
り
、
彼
が
二
五
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
最
初
は
白
人
の
家
に
住
み
こ
ん
で
皿
洗
い
な
ど
し
て
苦
労
し
た
が
、
や
が
て
一
室
を
借
り
て
自
活
し
、
同
年
八
月
二
八
日
に
は
す
で
に
仏
教
青
年
会
を
設
立
し
て
い
(
　
)
る
。
そ
し
て
、
当
時
の
海
外
移
住
の
主
流
を
占
め
て
い
た
日
本
人
の
単
身
又
は
独
身
の
青
年
労
働
者
に
対
す
る
布
教
伝
道
を
は
じ
め
、
世
話
・
相
談
活
動
や
親
睦
・
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
等
の
社
会
活
動
、
そ
の
他
の
文
化
活
動
を
推
進
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
労
働
者
に
と
っ
て
、
仏
教
会
は
唯
一
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
同
じ
言
語
で
共
通
の
課
題
を
語
り
合
う
こ
と
の
で
き
る
最
も
有
効
な
社
会
資
源
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
足
利
師
の
『
一
樹
の
陰
』
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
追
憶
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
サ
ン
ノ
ゼ
駅
か
ら
汽
車
に
の
っ
て
、
ロ
ス
ゲ
タ
K
(L
os
G
a
to
s
)
の
町
に
つ
い
た
の
が
午
後
一
時
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
馬
車
を
や
と
う
て
、
十
四
マ
イ
ル
ほ
ど
の
山
奥
で
木
材
き
り
だ
し
の
仕
事
で
事
故
死
し
た
日
本
人
の
死
体
を
受
け
と
り
に
で
か
け
た
。
冬
の
寒
い
日
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
居
残
っ
て
い
た
三
十
名
ば
か
り
の
同
胞
と
、
そ
の
山
の
中
で
心
ば
か
り
の
葬
式
を
す
ま
し
た
の
が
午
後
四
時
す
ぎ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
再
び
ロ
ス
ゲ
タ
ス
に
も
ど
っ
た
の
が
夜
の
十
時
す
ぎ
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
に
は
、
も
は
や
サ
ン
ノ
ゼ
に
か
え
る
汽
車
は
な
か
っ
た
。
や
む
な
く
中
国
人
の
あ
る
小
さ
な
ホ
テ
ル
に
泊
っ
た
が
、
思
い
が
け
な
い
馬
車
賃
や
ホ
テ
ル
の
支
払
で
、
朝
食
す
る
金
も
な
く
、
も
ち
ろ
ん
汽
車
賃
も
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
私
は
、
ほ
ん
と
う
に
困
っ
た
。
つ
い
に
徒
歩
で
(
2
)
サ
ン
ノ
ゼ
に
か
え
る
こ
と
に
決
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ー
」
。
こ
の
短
い
文
章
の
中
に
も
、
開
教
初
期
当
時
の
き
び
し
い
状
況
が
..
雄
弁
に
物
語
ら
れ
て
い
る
。
汽
車
、
馬
車
で
な
け
れ
ば
徒
歩
に
よ
っ
て
、
不
便
な
山
奥
の
日
本
人
労
働
者
キ
ャ
ン
プ
を
訪
問
す
る
こ
と
だ
け
で
も
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
政
治
的
亡
命
で
も
な
く
、
宗
教
的
自
由
を
求
め
て
の
移
住
で
も
な
く
、
一
時
的
に
海
外
出
稼
ぎ
を
試
み
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
日
本
人
労
働
者
に
と
っ
て
、
米
国
は
い
ま
だ
永
住
の
地
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
も
錦
の
着
物
を
き
て
帰
郷
す
る
こ
と
が
「
成
功
者
」
の
栄
光
あ
る
姿
で
あ
っ
た
か
ら
、
米
国
は
依
然
と
し
て
外
国
で
あ
り
、
一
時
的
な
滞
留
地
で
あ
り
、蓄
財
の
可
能
な
労
働
の
場
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
労
働
契
約
以
外
は
す
べ
て
日
本
政
府
の
保
護
下
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
ご
く
一
部
の
人
を
除
い
て
、
大
部
分
の
日
本
人
は
永
住
は
も
ち
ろ
ん
、
米
国
に
お
け
る
新
家
族
の
形
成
す
ら
も
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
英
語
力
の
不
足
と
い
う
文
化
的
言
語
上
の
障
害
も
あ
っ
た
け
れ
ど
も
そ
れ
以
上
に
故
郷
を
思
い
、
成
功
者
と
し
て
帰
国
す
る
こ
と
を
夢
み
る
こ
と
が
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
、
米
国
に
同
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「帰
化
不
能
の
外
国
人
」
と
し
て
烙
印
化
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
伝
統
固
執
型
日
本
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
た
。
そ
し
て
同
一
民
族
、
同
一
言
語
、
同
一
文
化
と
い
う
社
会
的
・
文
化
的
共
通
性
に
も
と
つ
い
た
親
和
連
帯
と
同
質
性
に
も
と
つ
く
共
通
な
る
行
為
様
式
を
優
先
さ
せ
、
伝
統
的
な
農
村
共
同
体
を
形
成
し
た
集
団
指
向
性
に
よ
っ
て
、
社
会
的
凝
集
性
を
維
持
強
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
内
在
的
要
因
に
対
し
て
外
在
的
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
排
日
差
別
の
煽
動
化
や
限
ら
れ
た
範
囲
の
職
業
か
零
細
な
自
営
業
と
い
う
就
業
上
の
制
約
な
ど
に
よ
っ
て
、
米
国
に
お
け
る
日
本
人
労
働
者
に
と
っ
て
ア
メ
リ
カ
市
民
と
同
等
の
権
利
と
社
会
保
障
を
期
待
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
等
は
、
日
本
と
の
か
か
わ
り
を
よ
り
一
層
緊
密
化
し
、
日
本
人
会
、
県
人
会
、
仏
教
会
な
ら
び
に
日
本
人
だ
け
の
キ
リ
ス
ト
教
会
を
作
り
、
非
同
化
・
非
米
化
の
封
鎖
的
人
種
集
団
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
零
細
自
営
業
を
食
料
品
、
洗
濯
屋
、
食
堂
、
菓
子
屋
、
薬
局
、
写
真
ス
タ
ジ
オ
、
宝
石
店
、
乾
物
屋
、
靴
修
理
屋
、
旅
館
や
ア
パ
ー
ト
、
花
店
、
理
髪
店
、
美
容
室
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
洋
裁
店
等
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
求
め
た
が
、
す
べ
て
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
に
お
い
て
営
業
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
シ
ア
ト
ル
、
タ
コ
マ
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
、
ワ
ッ
ソ
ン
ビ
ル
、
サ
ン
ノ
ゼ
、
フ
レ
ス
ノ
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
等
の
都
市
に
日
本
人
街
が
で
き
、
そ
の
周
辺
の
農
村
地
域
に
労
働
す
る
日
本
人
労
働
者
た
ち
を
吸
収
し
た
。
同
時
に
日
本
人
一47一
街
の
周
辺
区
域
に
仏
教
会
が
建
て
ら
れ
た
。
再
び
、
サ
ン
ノ
ゼ
に
例
を
と
っ
て
み
る
と
、
『
北
米
開
教
沿
革
史
』
は
「
一
八
九
〇
年
ご
ろ
か
ら
果
物
摘
集
期
の
一
時
的
出
稼
ぎ
労
働
者
と
し
て
来
住
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
一
八
九
七
年
ご
ろ
十
人
ほ
ど
の
日
本
人
が
果
樹
野
菜
園
の
経
営
を
は
じ
め
た
。
一
九
〇
二
年
に
サ
ン
ノ
ゼ
在
住
の
サ
ン
タ
ク
ラ
ラ
郡
在
住
の
日
本
人
は
数
百
と
な
り
、
と
く
に
収
穫
期
に
は
お
よ
そ
三
千
人
を
数
え
る
程
と
な
っ
た
の
で
日
本
人
街
が
で
き
、
ま
た
仏
教
会
(
　
)
聖
堂
の
実
現
を
み
た
」
と
記
述
し
て
い
る
。
同
時
に
一
九
〇
〇
年
前
後
の
仏
教
会
動
向
を
見
れ
ば
、
一
九
〇
〇
年
一
月
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
仏
教
会
を
中
心
に
白
人
伝
道
を
開
始
し
、
外
人
仏
教
研
究
会
を
発
足
さ
せ
た
り
、
慈
善
部
・
人
事
周
旋
部
を
開
設
し
た
り
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
機
関
誌
『米
国
仏
教
」
第
一
号
を
一
九
〇
〇
年
一
月
三
〇
日
に
発
刊
す
る
と
共
に
翌
一
九
〇
一
年
四
月
に
は
英
文
機
関
誌
『
法
の
光
』
を
発
刊
し
、
フ
レ
ス
ノ
、
バ
カ
ビ
ル
、
シ
ア
ト
ル
、
サ
ン
ノ
ゼ
の
各
地
で
精
力
的
に
仏
教
青
年
会
を
組
織
化
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
後
一
九
〇
六
年
八
月
に
サ
ン
ノ
ゼ
仏
教
会
初
代
開
教
使
と
し
て
正
式
に
本
山
か
ら
赴
任
し
て
き
た
高
橋
豊
念
師
は
当
時
の
苦
労
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
「
当
仏
教
会
創
立
五
ケ
年
以
来
、
熱
心
な
開
教
使
が
駐
在
さ
れ
て
き
た
が
ほ
と
ん
ど
短
期
駐
在
の
た
め
積
極
的
な
方
策
を
と
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
や
移
民
同
胞
は
日
に
日
に
増
加
し
、
六
〇
〇
〇
に
も
お
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
今
回
、
自
分
が
サ
ン
ノ
ゼ
仏
教
会
駐
在
を
命
ぜ
ら
れ
、
在
米
同
胞
の
心
気
は
積
極
的
に
な
り
、
着
任
早
々
会
堂
建
築
の
決
議
を
み
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
た
め
サ
ン
ノ
ゼ
を
中
心
に
し
て
各
郡
村
数
十
マ
イ
ル
の
遠
隔
地
に
、
日
本
人
同
胞
の
住
宅
は
も
ち
ろ
ん
桃
園
、
り
ん
ご
園
、
ぶ
ど
う
園
、
大
根
園
、
ポ
テ
ト
畑
等
の
各
農
園
に
労
働
し
て
い
る
仕
事
場
に
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
寄
付
金
の
募
集
に
つ
と
め
た
-1
中
略
i
各
地
の
労
働
キ
ャ
ン
プ
を
訪
問
し
、
同
胞
の
朝
食
は
如
何
に
と
心
を
と
め
て
注
意
し
て
み
る
と
、
目
も
あ
て
ら
れ
な
い
ほ
ど
で
、
朝
夕
豚
小
屋
と
同
じ
よ
う
な
小
屋
に
寝
食
し
、
不
自
由
を
忍
ん
で
労
働
に
一
日
一
弗
の
賃
金
を
得
、
こ
れ
を
浪
費
せ
ず
に
貯
蓄
し
、
故
郷
に
送
金
し
、
妻
子
よ
り
寄
せ
ら
れ
る
一
片
の
感
謝
の
手
紙
を
身
に
つ
け
て
朝
夕
い
っ
し
ょ
う
け
(
4
)
ん
め
い
労
働
に
従
事
し
て
い
る
の
で
あ
る
ー
」
。
こ
の
よ
う
な
記
述
か
ら
も
、
当
時
の
日
本
人
労
働
者
が
如
何
に
低
賃
金
、
重
労
働
、
長
時
間
の
低
劣
な
労
働
条
件
の
も
と
で
苦
労
し
な
が
ら
貯
蓄
し
、
送
金
し
た
上
、
さ
ら
に
仏
教
会
建
設
の
た
め
に
努
力
し
た
か
が
明
白
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
C
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c
+　
さ
ら
に
、
仏
教
会
に
保
存
さ
れ
て
い
る
過
去
帳
に
よ
っ
て
そ
の
当
時
の
社
会
的
状
況
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
市
に
例
を
と
っ
て
み
よ
う
。
一
九
七
二
年
版
『
北
米
毎
日
年
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
在
住
の
一
世
二
九
八
人
の
出
身
県
調
査
で
上
位
五
位
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
広
島
(
七
八
、
二
六
・
O
%
)
、
山
口
(
四
四
、
蓋
・
O
%
)
、
和
歌
山
(
四
〇
、
三
・○
%
)
、
熊
本
(
二
二
、
七
・O
%
)
な
ら
び
に
愛
知
(
天
、
六
・
O
%
)
で
あ
り
、
つ
い
で
岡
山
、
鹿
児
島
、
(
5
)
高
知
、
福
島
、
福
岡
等
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
出
身
県
別
人
口
分
布
を
反
映
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
別
院
の
一
九
〇
〇
年
度
過
去
帳
に
記
録
さ
れ
た
二
〇
人
の
死
亡
者
の
出
身
県
別
分
布
は
、
熊
本
六
、
広
島
五
、
愛
知
四
、
和
歌
山
三
、
山
口
一
、
福
岡
一
と
な
っ
て
い
る
。
戦
時
転
住
所
へ
の
強
制
立
退
に
よ
っ
て
、
戦
前
・
戦
後
の
人
口
移
動
が
多
少
見
ら
れ
る
と
し
て
も
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
地
方
に
は
早
く
か
ら
熊
本
、
広
島
、
山
口
、
和
歌
山
、等
の
各
県
人
が
移
住
し
て
い
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
過
去
帳
は
さ
ら
に
く
わ
し
く
死
亡
年
齢
と
死
因
を
教
え
て
く
れ
る
。
二
、
三
の
例
を
ひ
ろ
っ
て
み
よ
う
。
*
イ
ー
ス
ト
・
パ
ー
ク
労
働
キ
ャ
ン
プ
内
で
盗
賊
に
よ
っ
て
射
殺
さ
れ
る
(
一
八
九
九
年
一
月
二
六
日
)
*
農
園
で
作
業
中
、
木
か
ら
転
落
し
死
亡
(
一
九
〇
〇
年
三
月
二
四
日
)*
ウ
ッ
ド
ラ
ン
ド
日
本
人
労
働
キ
ャ
ン
プ
に
て
、
三
四
歳
の
男
性
、
脚
気
の
た
め
死
亡
*
バ
カ
ビ
ル
地
区
で
二
一
歳
の
男
性
、
熱
病
の
た
め
死
亡
*
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
市
の
日
本
人
経
営
の
下
宿
屋
で
肺
病
の
た
め
死
亡
こ
の
よ
う
な
記
録
か
ら
、
当
時
の
労
働
者
が
如
何
に
無
理
を
し
て
重
労
働
を
続
け
、
農
園
や
鉄
道
で
熱
病
に
た
お
れ
た
り
、
栄
養
不
足
や
疲
労
の
た
め
に
脚
気
や
肺
病
に
か
か
っ
て
死
亡
し
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
渡
米
後
の
期
間
も
短
か
く
二
十
歳
代
や
三
十
歳
代
の
若
い
未
婚
男
性
が
錦
衣
帰
郷
の
夢
を
は
た
さ
ず
に
死
亡
し
て
い
る
こ
と
は
悲
し
く
哀
れ
で
あ
り
、
医
療
や
医
薬
の
欠
乏
に
よ
る
ケ
ー
ス
も
見
逃
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
し
か
も
家
族
を
持
た
な
い
彼
等
独
身
労
働
者
た
ち
の
た
め
に
、
同
県
人
や
同
村
人
た
ち
が
二
、
三
人
な
い
し
数
名
集
ま
っ
て
葬
式
を
い
と
な
ん
だ
り
、
知
人
や
友
人
の
.・
世
話
で
葬
式
を
し
た
り
、
愛
知
ク
ラ
ブ
な
ど
の
県
人
会
や
日
本
人
会
が
世
話
を
し
た
り
、
仏
教
会
の
開
教
使
が
親
身
に
な
っ
て
協
力
し
て
い
た
こ
と
は
、
社
会
的
凝
集
性
に
よ
る
親
和
連
帯
や
相
互
扶
助
な
ら
び
に
隣
保
相
扶
の
自
発
的
組
織
を
保
持
す
る
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
よ
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
秩
序
あ
る
日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
統
合
化
に
果
し
た
仏
数
会
の
調
整
的
役
割
は
極
め
て
大
き
か
っ
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
御
香
奠
を
お
く
る
と
い
う
仏
教
的
慣
習
も
、
葬
送
に
対
す
る
費
用
負
担
の
一
方
法
で
あ
り
、
相
互
扶
助
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
過
去
帳
に
よ
っ
て
、
す
で
に
三
歳
に
な
る
二
世
女
子
が
死
亡
し
て
い
る
こ
と
を
認
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
一
九
〇
〇
年
に
は
日
本
人
家
族
が
移
住
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
医
療
設
備
や
医
療
制
度
が
未
整
備
で
あ
る
上
に
、
生
活
環
境
や
衛
生
状
態
も
良
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
労
働
キ
ャ
ン
プ
内
の
家
族
生
活
は
、
特
に
子
ど
も
を
育
て
る
条
件
と
し
て
は
恵
ま
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
一
九
〇
〇
年
中
頃
か
ら
一
九
一
〇
年
代
に
お
け
る
二
世
出
生
数
が
増
大
化
す
る
時
期
の
過
去
帳
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
生
後
二
日
目
と
か
生
後
一
カ
月
と
か
嬰
児
や
幼
児
の
死
亡
が
著
し
く
多
い
。
助
産
婦
や
医
師
の
数
も
少
な
く
、
何
の
知
識
も
持
た
な
い
夫
の
介
助
で
出
産
し
た
り
、
労
働
過
重
の
た
め
に
難
産
で
あ
っ
た
り
、
産
後
の
回
復
が
悪
か
っ
た
り
、
嬰
児
や
幼
児
の
疾
病
・
症
候
群
に
気
付
か
な
か
っ
た
り
、
看
病
や
治
療
に
欠
点
が
あ
っ
た
り
等
、
医
療
、
住
宅
、
生
活
、
文
化
の
低
劣
な
環
境
条
件
を
示
し
て
い
る
と
同
時
に
、
社
会
福
祉
に
関
わ
る
援
護
や
扶
助
も
皆
無
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
等
労
働
者
家
族
を
支
え
る
の
は
、
基
本
的
に
は
自
助
の
原
則
し
か
な
く
、
一
切
の
社
会
的
保
護
も
慈
善
も
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
友
人
、
先
輩
、
同
郷
人
な
い
し
親
類
縁
者
の
間
で
交
換
さ
れ
る
相
互
扶
助
や
援
助
パ
タ
ー
ン
は
温
情
や
同
情
に
も
と
つ
く
私
的
で
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
多
か
れ
少
か
れ
、
与
え
る
者
と
与
え
ら
れ
る
者
と
の
間
に
恩
義
又
は
遠
慮
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の
組
織
的
な
慈
善
事
業
は
殆
ど
な
く
、
大
部
分
は
キ
リ
ス
ト
教
会
や
佛
教
会
に
お
け
る
会
員
相
互
の
扶
助
、
世
話
、
慰
撫
、
相
談
な
ら
び
に
開
教
使
や
牧
師
等
の
善
意
な
ど
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
中
で
も
、
一
八
九
九
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
桑
港
仏
教
会
に
お
い
て
、
開
(
6
)
教
の
付
属
事
業
と
し
て
「
慈
善
会
」
を
発
足
さ
せ
、
仏
教
会
会
員
相
互
の
賑
恤
救
助
を
は
か
る
と
共
に
、
ノ
ー
マ
ン
医
師
に
よ
る
罹
病
者
一50一
の
診
察
を
開
始
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。
も
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の
組
織
的
慈
善
事
業
と
し
て
代
表
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
一
九
〇
一
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
総
領
事
館
を
中
心
と
し
て
結
成
さ
れ
た
「加
州
日
本
人
慈
恵
会
」
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
在
米
日
本
人
の
増
加
に
比
例
し
て
疾
病
に
よ
る
困
窮
者
の
救
助
、
貧
困
家
族
や
病
人
の
治
療
な
ら
び
に
日
本
送
還
、
孤
児
の
保
護
と
育
成
、
不
時
の
災
厄
に
対
す
る
応
急
救
護
、
貧
困
者
の
葬
送
や
建
墓
等
の
社
会
的
二
i
ズ
が
増
加
し
た
の
で
、
在
留
婦
人
(
と
く
に
領
事
館
、
正
金
銀
行
、
三
井
物
産
、
東
洋
汽
船
関
係
の
婦
人
)
や
宗
教
家
の
活
動
を
主
体
と
し
て
基
本
金
二
、
四
〇
〇
弗
で
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
部
の
限
ら
れ
た
篤
志
的
な
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
終
始
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
メ
ン
バ
ー
の
全
体
的
参
加
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
特
筆
で
き
る
こ
と
は
仏
教
会
開
教
使
や
関
係
者
ら
を
含
む
慈
恵
会
が
キ
リ
ス
ト
教
牧
師
ら
と
土
ハに
尽
力
し
、
日
本
人
共
同
墓
地
を
サ
ン
マ
テ
オ
郡
コ
ル
マ
に
つ
く
り
、
無
縁
塚
を
も
加
え
た
こ
と
で
あ
る
。
現
在
も
な
お
、
こ
の
慈
恵
会
は
墓
地
管
理
を
中
心
に
活
動
を
続
け
て
い
る
。社
会
保
障
や
社
会
福
祉
が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
仏
数
会
は
単
に
宗
教
儀
礼
や
儀
式
行
事
の
た
め
の
建
築
物
で
な
く
、
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
と
共
に
成
長
し
、
住
民
の
憩
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
た
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
住
民
が
日
本
人
か
ら
日
系
米
国
人
に
質
的
変
化
を
き
た
し
て
も
、
仏
教
会
は
い
ま
だ
住
民
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
り
、
あ
る
時
は
親
睦
と
談
合
の
場
で
あ
り
、
聞
法
と
連
帯
の
中
核
的
機
関
と
し
て
の
役
割
と
機
能
を
果
し
て
き
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
お
わ
り
に
米
国
に
お
け
る
仏
教
会
組
織
は
、
む
し
ろ
、
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
要
請
に
よ
っ
て
達
成
し
、
そ
の
原
動
力
は
日
本
人
労
働
移
住
者
み
ず
か
ら
の
主
体
的
契
機
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
海
外
仏
教
伝
道
の
拠
点
と
し
て
仏
教
教
団
が
巨
額
の
出
資
を
し
て
設
立
し
た
も
の
で
は
全
く
な
く
、
宗
門
の
積
極
的
海
外
伝
道
政
策
に
よ
る
も
の
で
も
、
海
外
移
民
援
護
策
を
試
み
た
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
当
時
の
本
願
寺
教
団
は
朝
鮮
・
支
那
方
面
へ
の
開
教
事
業
に
経
費
多
端
を
極
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
米
国
・
ハ
ワ
イ
の
距
離
は
遠
く
、
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
教
団
に
お
け
る
仏
教
蔑
視
の
風
潮
や
労
働
者
キ
ャ
ン
プ
の
風
紀
紊
乱
等
米
国
・
ハ
ワ
イ
の
開
教
事
業
一51一
に
は
消
極
的
態
度
を
示
し
て
き
た
い
く
つ
か
の
要
因
を
あ
げ
る
こ
と
(
7
)
が
で
き
る
。
し
か
し
、
労
働
移
住
者
の
多
く
は
広
島
、
山
口
、
熊
本
、
福
岡
の
各
県
出
身
者
で
あ
り
、
浄
土
真
宗
の
法
縁
に
恵
ま
れ
た
生
活
環
境
の
中
で
幼
少
年
期
を
送
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
本
願
寺
へ
の
開
教
使
派
遣
に
関
す
る
嘆
願
を
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
明
如
宗
主
の
英
断
に
よ
り
宮
本
恵
順
、
本
田
恵
隆
両
師
の
米
国
へ
の
視
察
派
遣
が
実
現
し
た
が
、
本
願
寺
教
学
参
議
部
の
決
断
は
鈍
化
し
、
結
局
赤
松
蓮
城
師
の
折
衷
案
(
開
教
の
名
を
改
め
て
桑
港
に
開
教
使
を
派
遣
す
る
の
件
)
に
よ
っ
て
、
当
時
の
文
学
寮
長
薗
田
宗
恵
、
西
島
覚
了
の
両
師
が
派
遣
さ
れ
、
正
式
に
米
国
開
教
の
端
緒
を
発
見
し
た
C
　
)
の
で
あ
る
。
初
期
の
開
教
使
に
は
、
布
教
伝
道
に
熟
達
し
た
優
秀
な
学
究
者
や
実
践
家
が
多
く
、
日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
教
育
的
・
文
化
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
と
能
力
を
保
持
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
通
訳
、
代
筆
、
結
婚
斡
旋
、
職
業
紹
介
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
不
和
・
紛
争
の
仲
裁
、
慰
撫
、
相
談
等
の
援
助
活
動
に
関
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
秩
序
保
持
、
組
織
化
、
統
合
化
を
め
ざ
し
た
地
域
福
祉
組
織
化
活
動
を
展
開
し
、
民
間
性
、
仏
教
性
、
固
有
性
を
旦
ハ備
し
た
仏
教
福
祉
活
動
を
促
進
助
長
さ
せ
た
こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
前
よ
り
戦
後
に
い
た
る
ま
で
仏
教
会
は
日
本
人
労
働
者
な
い
し
日
系
米
国
人
家
族
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
も
果
た
し
、
不
特
定
多
数
の
地
域
の
日
系
人
子
女
に
対
す
る
日
本
語
教
育
、
宗
教
教
育
を
は
じ
め
、
日
系
人
家
族
の
慰
安
、
娯
楽
の
場
と
し
て
も
機
能
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
在
宅
ケ
ア
の
必
要
は
な
か
っ
た
。
独
身
又
は
単
身
の
出
稼
ぎ
労
働
者
が
主
流
を
な
し
、
第
二
世
の
誕
生
期
又
は
養
育
期
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
、
育
児
に
欠
け
る
児
童
の
保
護
や
家
族
崩
壊
を
防
止
す
る
家
族
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
を
必
要
と
し
た
。
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
の
仏
教
婦
人
会
活
動
と
し
て
「
小
児
保
育
所
」
や
「
婦
人
寄
宿
所
」
の
開
設
(
一
九
〇
七
年
)
を
み
る
こ
(
9
)
と
が
で
き
る
が
「
ケ
ア
提
供
者
」
(
c
a
re
g
iv
e
r
)
「
資
源
の
動
員
者
」
(
m
o
b
iliz
e
r
)
の
役
割
を
は
た
し
た
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。
そ
れ
に
対
し
、
仏
教
開
教
使
の
地
域
福
祉
に
か
か
わ
る
役
割
と
し
て
主
な
も
の
は
「
仲
介
者
」
(
b
r
o
k
e
r
)
と
し
て
連
絡
調
整
(
団
巴
ω
o
昌
)
の
機
能
を
は
た
し
、
「
調
停
者
」
(
m
e
d
ia
t
o
r
)
や
弁
護
者
(
a
d
v
-
o
c
a
t
o
r
)
の
役
割
を
も
担
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
、
無
権
利
状
態
に
お
か
れ
た
日
系
人
に
対
し
、
諸
権
利
の
回
復
を
図
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
仏
教
会
は
む
し
ろ
「
調
停
者
」
と
し
て
の
役
一52一
割
を
日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
に
お
い
て
の
み
果
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
戦
後
処
理
期
に
は
戦
時
転
住
所
よ
り
出
所
し
て
き
た
日
系
人
家
族
に
対
す
る
住
居
提
供
や
職
業
斡
旋
に
も
協
力
し
て
い
る
。
し
か
し
究
極
的
に
は
日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
秩
序
内
の
仏
教
会
で
あ
り
、
米
国
全
体
社
会
へ
の
同
化
度
は
低
く
、
日
本
仏
教
の
延
長
線
上
に
お
か
れ
た
弱
小
宗
教
集
団
で
あ
る
こ
と
に
変
り
な
く
、
今
後
宗
教
的
に
も
、
社
会
的
に
も
米
国
仏
教
と
し
て
の
脱
皮
化
と
確
立
化
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
く
の
か
注
目
し
た
い
。
(
注
)
(
1
)
西
元
宗
助
著
「
サ
ン
ノ
ゼ
仏
教
会
と
足
利
浄
円
師
」、
『
光
を
聞
く
1
北
條
恵
実
還
歴
記
念
論
文
集
ー
』
、非
売
品
、
昭
和
四
六
年
六
月
、
京
都
・
永
田
文
昌
堂
、
一
一
六
頁
所
収
。
足
利
浄
円
師
は
サ
ン
ノ
ゼ
を
本
拠
と
し
て
伝
道
布
教
に
つ
と
め
ら
れ
、
サ
ン
ノ
ゼ
仏
教
会
の
基
礎
づ
く
り
を
さ
れ
た
が
、
桑
港
大
地
震
の
あ
っ
た
一
九
〇
六
年
の
春
、
京
都
本
山
か
ら
派
遣
さ
れ
て
き
た
伯
父
足
利
瑞
義
師
と
あ
い
、
そ
の
年
の
五
月
末
に
は
、
師
の
義
兄
に
あ
た
る
ハ
ワ
イ
開
教
監
督
今
村
恵
猛
師
の
か
ね
て
の
要
請
も
あ
っ
て
ホ
ノ
ル
ル
駐
在
の
開
教
使
に
転
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
(
2
)
『
同
右
書
』
=
八
頁
。
(
3
)
寺
川
抱
光
編
『
北
米
開
教
沿
革
史
』
、
昭
和
一
一
年
(
一
九
三
六
年
)
四
月
、
本
願
寺
北
米
開
教
本
部
発
行
、
一
〇
一
頁
。
(
4
)
『
亜
米
利
加
』
第
=
巻
二
号
、
一
九
〇
七
年
発
行
、
三
四
頁
。
(
5
)
『北
米
毎
日
年
鑑
』
一
九
七
二
年
版
、
北
米
毎
日
新
聞
社
発
行
、
H
o
r
iu
c
h
i
,
Is
a
o
,
A
m
e
r
ic
a
n
iz
e
d
B
u
d
d
h
is
m
:
A
S
o
-
c
io
lig
ic
a
l
A
n
a
ly
s
is
o
f
a
P
r
o
te
s
ta
n
n
tiz
e
d
J
a
p
a
n
e
s
e
R
e
lig
io
n
,
P
h
.
D
.
D
is
s
e
r
ta
tio
n
a
t
U
.
C
.
D
a
v
is
,
19
7
3
,
p
.
4
0
7
所
収
。
な
お
、
こ
の
統
計
は
世
帯
主
の
出
身
県
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
市
の
一
世
帯
数
は
二
九
八
世
帯
教
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
こ
の
総
数
に
は
二
世
世
帯
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
(
6
)
『
桑
港
仏
教
会
開
教
三
十
年
記
念
誌
』
、
昭
和
五
年
六
月
、
桑
港
仏
教
会
文
書
部
、
八
三
頁
。
(
7
)
『
布
哇
開
教
誌
要
』
一
九
一
八
年
、
本
派
本
願
寺
布
哇
開
教
教
務
所
文
書
部
発
行
、
二
八
頁
以
下
。
(
8
)
『
桑
港
仏
教
会
開
教
三
十
年
記
念
誌
』
、
昭
和
五
年
六
月
、
桑
港
仏
教
会
文
書
部
発
行
、
五
頁
。
(
9
)
千
葉
乗
隆
編
『
仏
教
婦
人
会
百
五
十
年
史
』
、
昭
和
五
七
年
、
仏
教
婦
人
会
総
連
盟
発
行
、
巻
末
年
表
参
照
。
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